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ボランティアだより

12月8日（日）に、84歳以上の独居世
帯を対象に歳末訪問を行いました。
対象者７2人のお宅を訪問し、団員が手
作りしたお弁当とクラフトかごをお届けしま
した。

皆さんの元気なお顔
を拝見し安心しまし
た。♪♪

訪問の様子

すずらんの会と一緒に
炭坑節を踊りました♪
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クラフトかごを心を込めて準備しました。

チャリティーバザー

クラフトかごと手作りお弁当

１１月２０日（木）、鳥取県社会福祉協議会と若桜町の協力
のもと「災害ボランティアセンター運営研修会」を開催し、28
人が参加しました。
災害ボランティアセンターは、大規模災害時に、被災者の

「困りごと（ニーズ）」と、支援したい「ボランティア」を繋
ぎ（マッチング）、円滑な支援活動を推進するための拠点です。
この研修は、若桜町ボランティアセンター推進協議会の委員

が被災地支援に携わった際、「若桜町で災害が起きた際も、即
座に対応できる体制が必要だ」と実感されたことから、企画し
ました。

受付班：ボランティアを受付 振り返り

マッチング班：ニーズとボランティ
アをつなぐ

資材班：活動に必要な資材を管理

■ 資材班 ■
「スコップの種類が多いため一覧表があると分か
りやすい」といった声や、「事前に集落と協定を
結び、資材を借りられる体制を整えてはどうか」
といった具体的な提案も出されました。

振り返りでは、実際に動いたからこそ
気づく改善点や課題など、具体的な意見
が数多く出されました。
今回の訓練で得た気づきを活かし、今

後も災害に備えた体制づくりと研修を継
続していきます。

研修は、鳥取県災害福祉支援センター（県社協）職員による講義の後、「記録的な大雪で町内に積
雪被害が発生し、ドリーミーに災害ボランティアセンターを設置した」という想定で模擬訓練を実施
しました。町内のボランティア団体や民生委員等が参加され、ボランティアを受け付ける「受付班」
や、道具を管理する「資材班」などの役割に分かれて、実際の動きを確認しました。参加者は訓練を
通じて、有事の際に円滑な運営を行うための改善点等、多くの気づきを得ていました。

■ 受付班 ■
「ボランティアを待たせすぎていないか」、「記入
項目が多い」などの課題が挙がり、受付窓口の増設
や、誰でも動けるマニュアル（手順書）の作成の必
要性を再認識しました。

訓練で見えた今後の課題

つなぐ、支える、若桜の力！
災害ボランティアセンター運営研修会を開催



若桜町ボランティアセンター（若桜町社会福祉協議会）
TEL 0858-82-0254 FAX 0858-82-1204

傾聴ボランティア「こごみ」メンバー募集

「心から寄り添いお話を聴き、自分は１人ではないと思っていただけるような活動」
をめざしています。現在、会員は４名。月に１回程度、社協のデイサービス
を１０時から１時間ほど訪問し、ご利用者さんとお話しします。
また、毎月メンバーが集まりお茶会を実施し、和気あいあいと楽しんでい

ます。私たちと一緒に、楽しく活動しませんか。

ボランティア活動に興味のある方は、若

桜町ボランティアセンターへいつでもご連

絡ください♪

（利用者さんの声）

話ができて良かったま

た、来てほしい。 （こごみの会より）

・また、話しに来てよと

言われると嬉しいです。

・デイサービスのみな

さんより元気を頂いて

います。

お知らせ

サロンふれあいの里で踊りを披露する
すずらんの会のみなさん

すずらんの会では、地域での「あ
いあいサロン」を開催し、サロンの
立ち上げに協力したり、依頼に応
じてボランティア（レクリエーション
のお手伝い）を行うことが出来ます。

すずらんの会では、地域サロンからの依頼に
応じてサロンを訪問をしてボランティア（レクリ
エーションのお手伝い）を行っています。
お問い合わせは下記までお願いいたします。

若桜町赤十字奉仕団

サロンふれあいの里

1２月2３日（火）には、わかさ・
あすなろに「トントン紙相撲」と
「さけべ！トントンボイス相撲」
（３万円分）を寄贈しました。

１2月７日（日）に、８４歳以上の独居世帯を対象に歳末訪問を行い
ました。対象者７５人のお宅を訪問し、枕パットと団員が手作りした
お弁当をお届けしました。

チャリティーバザー（１０月２５日）の収益金で下記の事業を行いました

元気なお顔を拝見し
安心しました♪

（左から）鹿田施設長、伊井野委員長

踊りを披露する
すずらんの会のみなさん

参加者と一緒に
若桜音頭を踊りました

お一人暮らしの高齢者を招いて「サロンふれあいの里」（主催：若桜町社会福祉協議会）
を11月17日、若桜町公民館で開催し、36名が参加されました。
すずらんの会、食生活改善推進員、若桜学園の協力のもと、若桜学園１年生の歌の発表、

児童とゲーム遊び、すずらんの会の踊り等、盛りだくさんの楽しい会になりました。

若桜学園１年生が1人ずつ自己紹介

ボランティア団体「すずらんの会」協力のもと

を開催しました

指先で動かす昔ながらの紙相撲
と、声で操作する新感覚のボイス
相撲は、楽しく遊びながらリハビ
リにもなります。

このサロンは、赤い羽根共同募金の配分金を受けています
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